
 

 

災害派遣精神医療チーム（ＤＰＡＴ）の体制整備状況等について 

【要 旨】 

１ 北海道ＤＰＡＴの体制（令和３年12月末時点） 

統 括 者 

北海道立精神保健福祉センター：所長 岡﨑 大介 

北海道大学病院 精神科神経科：講師 賀古 勇輝 

北海道大学病院 精神科神経科：助教 成田 尚 

 
    先 遣 隊 

 

北海道大学病院：10名３チーム 

市立釧路総合病院：３名１チーム 

岡本病院：３名１チーム 
 
北海道DPAT協定状況 

医療機関数：８箇所 

人 員 数：45名（統括者を除く） 

 
２ 各種研修について 
（１）令和３年度ＤＰＡＴ事務局主催研修 
  ア 統括者・事務担当者研修 
    【内 容】：ｅラーニング、Live配信、実践訓練 
    【参加者】：２名（統括者１名、事務担当者１名） 
  イ 先遣隊研修 
    【内 容】：ｅラーニング、Live配信、衛生電話通話訓練、実践訓練 
    【参加者】：１医療機関 ３名（医師１名、看護師１名、事務担当者１名） 
  ウ 統括者・先遣隊技能維持研修 
    【内 容】：実践訓練 
    【参加者】：２医療機関 １１名 
  ※ 各研修の実践訓練については、新型コロナウイルス感染症予防の観点から中止となって

いる。 
 
（２）令和３年度北海道ＤＰＡＴ研修（ＷＥＢ） 

ア 開催日時 
    令和３年９月12日（日） 10:00～16:00 

イ 参加者数 
  19医療機関 87名 

（医師17名、看護師46名、心理士９名、精神保健福祉士９名、事務担当者６名） 
  ウ アンケート集計結果 
    別紙のとおり 
 
３ 今後の取り組みについて 

令和３年度北海道ＤＰＡＴ研修の受講者が所属する医療機関に対し、北海道ＤＰＡＴ登録の
意向確認を実施中。登録に前向きな意向を示していただいた医療機関と協定を締結予定。 

  また、既に協定締結済みの医療機関に所属しており、令和３年度北海道ＤＰＡＴ研修をした

者であって、北海道ＤＰＡＴ隊員未登録者に対しては、新規登録申請の依頼を実施中。 

  取りまとめ終了後、協定締結作業及び新規北海道ＤＰＡＴ隊員登録作業を実施予定。    

  ※ 現時点の回答分：新規登録申請隊員～24名、新規協定締結医療機関～２医療機関  

添付資料 
１ 令和３年度北海道ＤＰＡＴ研修（ＷＥＢ）プログラム 

２ 研修アンケート結果集計表 

資料２ 



 

 


